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内 頚 動 脈 慢 性 閉 塞 患 者 の 対 側 内 頚 動 脈 が 急 性 閉 塞 し 機 械 的 血 栓

回 収 術 を 施 行 し た １ 例  

 

【 和 文 要 旨 】  

目 的 ： 両 側 大 脳 半 球 急 性 期 脳 梗 塞 に 対 し 血 栓 回 収 術 を 施 行 し た 症 例

を 報 告 す る 。  

症 例 ： 76 歳 男 性 。 突 然 、 昏 睡 、 四 肢 麻 痺 に 至 っ た 。 MR I , A で 、 両 側

内 頚 動 脈 閉 塞 、 両 側 大 脳 半 球 急 性 期 脳 梗 塞 を 認 め 、 DS A で 左 内 頚 動

脈 は 慢 性 閉 塞 、 右 内 頚 動 脈 は 急 性 閉 塞 と 判 断 し た 。 右 内 頚 動 脈 に 対

し 血 栓 回 収 術 を 施 行 し 、 発 症 か ら 3 時 間 で 完 全 再 開 通 を 得 た 。 し か

し 、 症 状 改 善 乏 し く 2 ヶ 月 後 に 死 亡 し た 。  

結 論：両 側 内 頚 動 脈 閉 塞 に よ る 急 性 期 脳 梗 塞 は 、重 症 で th e r a p e u t i c  

t i m e  w i n d o w が 極 め て 短 い 。 頚 動 脈 狭 窄 閉 塞 病 変 の 存 在 も 考 慮 し 、

急 性 あ る い は 慢 性 閉 塞 の 判 断 が 重 要 と な る 。 稀 な が ら あ り う る 病 態

と 認 識 し 、 迅 速 な 診 断 、 治 療 が 求 め ら れ る 。  

 

【 緒 言 】  

 機 械 的 血 栓 回 収 術 は 前 方 循 環 の 脳 主 幹 動 脈 閉 塞 に よ る 急 性 期 脳 梗

塞 に 対 す る 標 準 治 療 と な り 、良 好 な 転 帰 が 得 ら れ る よ う に な っ た 1 ）。

し か し な が ら 、 急 性 脳 主 幹 動 脈 閉 塞 の 中 に は 、 複 数 血 管 閉 塞 に よ り

複 数 血 管 領 域 に わ た る 脳 梗 塞 を き た す 症 例 も あ り 、 重 症 と な り 、 血

栓 回 収 術 を 施 行 し て も 転 帰 不 良 が 多 い と さ れ て い る 2 , 3 )。 中 で も 、

両 側 内 頚 動 脈 閉 塞 に よ る 急 性 期 脳 梗 塞 は 最 も 重 症 と な り う る が 、 血

栓 回 収 術 の 報 告 は  限 ら れ て い る 4 - 1 0 )  。 我 々 は 、 両 側 内 頚 動 脈 閉 塞



に よ る 両 側 大 脳 半 球 急 性 期 脳 梗 塞 に 対 し 血 栓 回 収 術 を 施 行 し た 症 例

を 経 験 し た の で 報 告 す る 。  

 

【 症 例 提 示 】  

 7 6歳 男 性 。 発 症 前 mo d i f i e d  R a n k i n  S c a l e  0。 既 往 歴 に 高 血 圧 症 、

糖 尿 病 、 慢 性 腎 臓 病 あ り 。 ゴ ル フ 中 に 卒 倒 し 当 院 に 救 急 搬 送 さ れ た

（ On s e t  t o  D o o r  3 9分 ）。来 院 時 、血 圧  2 1 0 / 1 1 3  m m H g（ 左 右 差 な し ）、

脈 拍 10 8 /分 、 Sp O 2  9 8 % ( O 2  8 L )、 い び き 呼 吸 で 、 JC S  2 0 0、 瞳 孔 は 両

側 と も 3m m大 で 対 光 反 射 あ り 、 ro v i n g  e y e  m o v e m e n t、 四 肢 麻 痺 、 疼

痛 刺 激 で 除 脳 硬 直 を 認 め た （ Na t i o n a l  i n s t i t u t e  o f  h e a l t h  s t r o k e  

s c a l e  ( N I H S S )  4 0） 。 頭 部 単 純 CTで は 、 出 血 は な か っ た 。 胸 部 単 純

CTで は 、明 ら か な 大 動 脈 解 離 は 指 摘 で き な か っ た 。頭 部 MR I , A（ 発 症

か ら 約 90分 ） で 、 両 側 内 頚 動 脈 は 頚 部 か ら 描 出 さ れ ず 、 拡 散 強 調 画

像 で 両 側 大 脳 半 球 に 急 性 期 脳 梗 塞 を 認 め た（ Al b e r t a  s t r o k e  p r o g r a m  

e a r l y  C T  s c o r e  ( A S P E C T S + W )  右 6、 左 8） 。 FL A I R画 像 で は 、 両 側 中

大 脳 動 脈 お よ び 前 大 脳 動 脈 に hy p e r i n t e n s e  v e s s e l  s i g nが み ら れ た 。

ま た 両 側 内 頚 動 脈 錐 体 部 に も 、高 信 号 が み ら れ た (F i g u r e  1 )。な お 、

呼 吸 状 態 不 良 で 時 間 的 制 約 が あ り 、 灌 流 画 像 は 評 価 で き な か っ た 。

心 電 図 は 洞 調 律 、 血 液 検 査 で は 、 Pl t  2 1 . 8万 /μ L、 BS  1 4 2  m g / d l、

H b A 1 c  7 . 1 %、 C r e  2 . 4 5  m g / d l、 D - d i m e r  2 . 0  μ g / m lで あ っ た 。  

 も と も と 片 側 頚 動 脈 閉 塞 が あ り 両 側 大 脳 の 灌 流 を 担 っ て い た 対 側

内 頚 動 脈 が 急 性 閉 塞 し た 可 能 性 や 、 両 側 内 頚 動 脈 の 同 時 閉 塞 の 可 能

性 が 疑 わ れ た 。 rt - P A静 注 療 法 に 関 し て は 、 著 明 な 高 血 圧 、 NI H S S高

値 、 腎 機 能 障 害 の 慎 重 投 与 項 目 に 該 当 し た た め 、 施 行 し な か っ た 。



ま ず 、DS Aを お こ な い 、可 能 で あ れ ば 血 行 再 建 術 を 施 行 す る 方 針 と し

た 。  

 D o o r  t o  P u n c t u r e  9 8分 で 大 腿 動 脈 穿 刺 を 行 っ た 。  左 総 頚 動 脈 撮

影 で は 、 左 内 頚 動 脈 は 起 始 部 か ら 閉 塞 し て お り 、 同 側 の 外 頚 動 脈 、

眼 動 脈 を 介 し て ご く わ ず か に 頭 蓋 内 内 頚 動 脈 へ の 血 流 が み ら れ た

(F i g u r e  2 A )。一 方 、右 総 頚 動 脈 撮 影 で は 、右 内 頚 動 脈 は 起 始 部 で 軽

度 狭 窄 が 疑 わ れ た が 、 ゆ っ く り と 頚 部 内 頚 動 脈 を 造 影 剤 が 上 行 し 、

頭 蓋 内 内 頚 動 脈 の 閉 塞 と 考 え ら れ た 。(F i g u r e  2 B )。 こ れ ら の 所 見

よ り 左 内 頚 動 脈 は 慢 性 閉 塞 、 右 は 急 性 閉 塞 と 考 え 、 ま ず 右 内 頚 動 脈

閉 塞 に 対 し て 血 行 再 建 術 を 試 み る こ と と し た 。 9F r  O p t i m o  ( T o k a i  

M e d i c a l  P r o d u c t s  I n c . , A i c h i ,  J a p a n )を 右 頚 部 内 頚 動 脈 に 留 置 し 撮

影 す る と 、 右 内 頚 動 脈 先 端 部 近 く ま で 造 影 剤 は 上 行 し た 。 Ma r k s m a n

（ M e d t r o n i c ,  T o k y o ,  J a p a n）を CH I K A I 1 4（ A s a h i  I n t e c c  C o . ,  T o k y o ,  

J a p a n）を 用 い て 右 中 大 脳 動 脈 (M 1遠 位 )ま で 誘 導 し 、以 遠 の 開 存 を 確

認 し た 。 So l i t a i r e  P l a t i n u m  6×4 0  m m（ M e d t r o n i c ,  T o k y o ,  J a p a n）

を 右 M1 遠 位 か ら 内 頚 動 脈 (C 2 ) ま で 展 開 す る と 、 im m e d i a t e  f l o w  

r e s t o r a t i o nが 得 ら れ た 。そ の 後 、So l i t a i r e  P l a t i n u mを 回 収 し た と

こ ろ 、 大 き な 血 栓 が 回 収 さ れ た 。 前 交 通 動 脈 を 介 し て 両 側 大 脳 へ の

血 流 の 完 全 再 開 通 （ Th r o m b o l y s i s  i n  c e r e b r a l  i n f a r c t i o n  3） が 確

認 さ れ た （ Pu n c t u r e  t o  R e c a n a l i z a t i o n  4 4 分 、 On s e t  t o  

R e c a n a l i z a t i o n  1 8 1分 ） (F i g u r e  2 C - F )。  

 術 後 は 神 経 症 状 改 善 に 乏 し く 、 術 翌 日 の MR I , A で は 、 右 内 頚 動 脈

の 開 通 と 両 側 大 脳 へ の 血 流 は 保 た れ て い た が 、 皮 質 お よ び 基 底 核 領

域 を 中 心 に 両 側 大 脳 に 虚 血 巣 が 広 範 に 残 存 し た 。 左 内 頚 動 脈 は 閉 塞



の ま ま で 、 MR I  b l a c k  b l o o d 法 ( T 1  V I S T A )で 左 頚 部 内 頚 動 脈 全 長 に

わ た り 血 管 内 高 信 号 が み ら れ 慢 性 閉 塞 が 疑 わ れ た (F i g u r e  3 )。 著 明

な 脳 浮 腫 や 出 血 性 梗 塞 に は 至 ら ず 経 過 し た が 、 意 識 障 害 が 遷 延 し 、

経 管 栄 養 で 全 面 介 助 を 要 す る 状 態 と な っ た 。 経 胸 壁 心 エ コ ー は 正 常

範 囲 で 、経 過 中 、心 房 細 動 は 確 認 で き な か っ た 。頚 動 脈 エ コ ー で は 、

両 側 と も 分 岐 部 に 石 灰 化 を 含 む プ ラ ー ク が あ り 、 左 内 頚 動 脈 は 起 始

部 か ら 閉 塞 し て お り 、 右 内 頚 動 脈 起 始 部 は 軽 度 の 狭 窄 が み ら れ た 。

術 後 2 週 後 の MR A で も 左 内 頚 動 脈 は 閉 塞 の ま ま で あ っ た 。 今 回 の 右

内 頚 動 脈 急 性 閉 塞 は 塞 栓 性 機 序 が 疑 わ れ た が 、 心 原 性 脳 塞 栓 症 を 積

極 的 に 示 唆 す る 所 見 は み ら れ ず 、 狭 窄 は 軽 度 な が ら 右 内 頚 動 脈 起 始

部 か ら の 動 脈 原 性 脳 塞 栓 や 、 そ の 他 の 塞 栓 症 が 疑 わ れ た 。 そ の た め

経 鼻 胃 管 よ り ア ス ピ リ ン を 投 与 し て い た が 、 消 化 管 出 血 を 合 併 し 、

術 後 55 日 目 に 死 亡 し た 。  

【 考 察 】  

 全 急 性 期 脳 梗 塞 患 者 の 5%前 後 に 、前 方 循 環 系 の 両 側 大 脳 半 球 に 梗

塞 巣 が み ら れ た と 報 告 さ れ て い る が 1 1 ）、前 方 循 環 の 両 側 主 幹 動 脈 閉

塞 に よ る 急 性 期 脳 梗 塞 は 、 0. 2 7〜 0 . 3 4 %と 非 常 に 稀 で あ る 1 2 , 1 3 )。 両

側 内 頚 動 脈 閉 塞 の 他 、 両 側 中 大 脳 動 脈 (M 1 )閉 塞 、 な い し は 一 側 内 頚

動 脈 閉 塞 と 一 側 中 大 脳 動 脈 (M 1 )閉 塞 に よ る 急 性 期 脳 梗 塞 の 症 例 報 告

が な さ れ て い る 4 - 1 0 , 1 2 - 1 5 )  。  

 主 幹 動 脈 閉 塞 に よ る 両 側 大 脳 半 球 急 性 期 脳 梗 塞 は 、 極 め て 重 症 と

な り 、 突 然 の 昏 睡 、 四 肢 麻 痺 を き た す 。 急 性 脳 底 動 脈 閉 塞 が 疑 わ れ

る 場 合 も あ る が 、 鑑 別 点 と し て は 、 瞳 孔 不 同 は み ら れ ず 、 対 光 反 射

含 め 脳 幹 反 射 は 保 た れ る 。 呼 吸 障 害 が 重 度 と な り 、 気 管 内 挿 管 を 要



す る こ と も あ り 、 全 身 管 理 の た め に 、 頭 部 評 価 ま で 時 間 を 費 や し た

り 、 検 査 が 不 十 分 と な っ た り す る こ と も あ る 5 , 1 4 )。  

 両 側 中 大 脳 動 脈 (M 1 )閉 塞 1 4 )あ る い は 一 側 内 頚 動 脈 閉 塞 と 一 側 中

大 脳 動 脈 (M 1 )閉 塞 1 3 )と 比 べ 、両 側 内 頚 動 脈 閉 塞 は 、特 に 重 症 で 予 後

が 不 良 で あ る 5 , 6 , 8 , 1 2 , 1 5 )。 そ の 血 行 動 態 の 最 大 の 特 徴 は 、 両 側 前 大

脳 動 脈 も 含 め た 前 方 循 環 の す べ て の 脳 主 幹 動 脈 の 血 流 低 下 を 招 く と

い う こ と で あ る 。 す な わ ち 、 側 副 血 行 が 期 待 で き ず 、 極 め て 重 度 の

虚 血 負 荷 に さ ら さ れ る こ と に な る 。 虚 血 が 急 速 に 進 行 し 、

th e r a p e u t i c  t i m e  w i n d o w が 極 め て 短 い こ と が 想 定 さ れ る 。  

 そ の た め 、 迅 速 な 診 断 お よ び 治 療 が 必 要 と 考 え ら れ る が 、 両 側 内

頚 動 脈 閉 塞 で は 、 そ の 正 確 な 病 態 把 握 に も 苦 慮 す る と 考 え ら れ る 。

機 序 と し て 、 両 側 内 頚 動 脈 の 同 時 閉 塞 や 、 一 側 内 頚 動 脈 慢 性 閉 塞 を

背 景 と し た 対 側 内 頚 動 脈 の 急 性 閉 塞 、 そ の 他 が 考 え ら れ る が 、 si d e

を 含 め 急 性 閉 塞 、 慢 性 閉 塞 の 判 断 を 短 時 間 か つ 限 ら れ た 情 報 で お こ

な う の は 容 易 で は な い 。 病 因 と し て 、 塞 栓 症 、 ア テ ロ ー ム 硬 化 症 、

解 離 、 血 管 炎 な ど が 挙 げ ら れ 、 両 側 で 異 な る 可 能 性 も あ り 、 ま た 閉

塞 部 位 （ 頚 部 、 頭 蓋 内 ） の 同 定 も 両 側 で 行 う 必 要 が あ る 1 6 )。  

 急 速 か つ 重 症 で 発 症 し た 症 例 報 告 と し て は 、 塞 栓 性 の 両 側 内 頚 動

脈 同 時 急 性 閉 塞 が 多 い 5 , 6 , 8 , 9 , 1 2 )。ア テ ロ ー ム 硬 化 症 に よ る 両 側 頚 動

脈 閉 塞 に 関 し て は 、 狭 窄 の 進 行 の 過 程 で 、 側 副 血 行 路 が 発 達 す る た

め 、 最 終 的 に 閉 塞 に 至 っ た と し て も 、 比 較 的 軽 症 で 、 緩 徐 な 発 症 の

場 合 も あ る 1 7 )。頚 動 脈 狭 窄 閉 塞 病 変 の 存 在 は 、CT、エ コ ー で の 石 灰

化 も 参 考 と な る 1 6 , 1 8 )。急 性 閉 塞 か 慢 性 閉 塞 か に 関 し て は 、症 状 に 左

右 差 が あ る 場 合 は 、 症 状 が 強 い 側 を 急 性 閉 塞 と 考 え る こ と は 妥 当 で



あ ろ う 6 , 9 , 1 7 )。 ま た CT  h y p e r d e n s e  m i d d l e  c e r e b r a l  a r t e r y  s i g n、   

F L A I R  h y p e r i n t e n s e  v e s s e l  s i g n が み ら れ た 場 合 、 急 性 閉 塞 を 疑 う

が 、 Ot a ら は 、 si g n が な か っ た 側 も 結 果 的 に 急 性 閉 塞 で あ っ た と 報

告 し て お り 、 確 実 な も の で は な い 5 )。 慢 性 閉 塞 側 は 側 副 血 行 の た め

分 水 嶺 が シ フ ト し 、 最 終 的 な 梗 塞 範 囲 が 小 さ め に な る と の 報 告 が あ

る 1 5 )  。  

 急 性 あ る い は 慢 性 閉 塞 、 閉 塞 部 位 、 病 因 の 判 断 、 お よ び 治 療 に も

直 結 す る 重 要 な 検 査 は DS A で あ る 。 急 性 閉 塞 の 所 見 と し て 、 ab r u p t  

s h a r p  e n d、  s h a r p  t a p e r e d  e n d、 s h a r p  e n d  w i t h  e m b o l u s、 慢 性 閉

塞 と し て は 、ro u n d  b l u n t e d  e n d な ど が 報 告 さ れ て い る  1 2 )  。ま た 、

Ho n g ら は 、急 性 内 頚 動 脈 閉 塞 に お い て 、閉 塞 部 位 別 に 所 見 を 解 析 し 、

頚 部 で は st u m p  p a t t e r n が 多 く 、 海 綿 静 脈 洞 部 、 終 末 部 に な る と

sp e a r h e a d あ る い は st r e a k  p a t t e r n が 増 え る と し て い る 。 た だ し 終

末 部 で も st u m p  p a t t e r n が 3 割 程 度 を 占 め て い た 1 9 )。側 副 血 行 の 発

達 も 、 急 性 ま た は 慢 性 、 あ る い は 閉 塞 部 位 の 判 断 の 材 料 と な り 、 治

療 後 の 転 帰 に も 関 係 す る 1 6 )。  

 本 症 例 で は 、 DS A 所 見 か ら 、 右 内 頚 動 脈 が 急 性 閉 塞 と 判 断 し た 。

術 前 の AS P E C T S + W は 、左 で 高 値（ 右 6、左 8）で あ り 、術 後 の 梗 塞 巣

も 、 右 と 比 べ て 左 大 脳 半 球 で 小 さ め で あ っ た 。 術 後 の 頚 動 脈 エ コ ー

や MR I ( b l a c k  b l o o d 法 )、頚 部 MR A の 所 見 も 合 わ せ て 、左 内 頚 動 脈 は

慢 性 完 全 閉 塞 で あ っ た と 判 断 し た 1 8 )。  

 両 側 内 頚 動 脈 閉 塞 に よ る 両 側 大 脳 半 球 の 急 性 期 脳 梗 塞 に 対 し 、 緊

急 で 血 管 内 治 療 が 施 行 さ れ た 症 例 を Ta b l e  1 に 示 し た 4 - 1 0 )。 心 原 性

脳 塞 栓 症 に よ る 両 側 内 頚 動 脈 同 時 急 性 閉 塞 は 極 め て 重 症 で 、 血 栓 回



収 術 を 施 行 し て も ほ と ん ど が 死 亡 に 至 っ て い る 5 , 6 , 8 )。し か し 、背 景

に ア テ ロ ー ム 硬 化 性 狭 窄 が あ り 、側 副 血 行 が 保 持 さ れ て い た 例 で は 、

心 原 性 脳 塞 栓 症 で も 血 栓 回 収 術 追 加 で 生 存 が 得 ら れ た 9 )。 両 側 の 血

栓 回 収 術 の 際 の 順 序 に 関 し て は 、急 性 閉 塞 が よ り 強 く 疑 わ れ た 側 や 、

症 状 が 強 く ペ ナ ン ブ ラ が 広 範 と 考 え ら れ た 側 か ら な さ れ て い た が 、

再 開 通 ま で の 時 間 短 縮 の た め 、 術 者 2 人 で 両 側 同 時 に 血 栓 回 収 術 が

施 行 さ れ た 報 告 も あ る 8 )。 一 方 、 ア テ ロ ー ム 硬 化 症 が 病 因 と 考 え ら

れ た 症 例 は 2 例 あ り 、 Ag n o l e t t o ら は 、 頚 動 脈 慢 性 完 全 閉 塞 患 者 の

対 側 の 頚 部 内 頚 動 脈 の 急 性 閉 塞 に 対 し て 、 頚 動 脈 ス テ ン ト 留 置 術 を

施 行 し 、 良 好 な 転 帰 を 得 た 7 )。 H u a n g ら は 、 一 側 頚 部 内 頚 動 脈 閉 塞

に 対 す る 経 皮 的 血 管 形 成 術 と 、 一 側 頭 蓋 内 内 頚 動 閉 塞 に 対 す る 頭 蓋

内 ス テ ン ト 留 置 術 を 施 行 し 、著 明 な 症 状 改 善 を 得 た 1 0 )。し た が っ て 、

頚 動 脈 狭 窄 閉 塞 病 変 の 存 在 を 常 に 念 頭 に お く 必 要 が あ り 、こ の 場 合 、

適 切 な 血 管 内 治 療 で 転 帰 改 善 が 期 待 で き る と 考 え ら れ た 。 な お 、 こ

の シ リ ー ズ に は な か っ た が 、頚 動 脈 病 変 は ta n d e m  o c c l u s i o n と し て

発 症 す る 症 例 も 考 え ら れ 、 治 療 に お い て は 留 意 す る 必 要 が あ る 2 0 )。 

 本 症 例 の よ う に 、 一 側 に 無 症 候 性 頚 動 脈 慢 性 閉 塞 病 変 が あ り 、 重

要 な 側 副 血 行 を 担 う 対 側 内 頚 動 脈 が 急 性 閉 塞 し 、 こ れ に 対 し て ス テ

ン ト レ ト リ ー バ ー に よ る 血 栓 回 収 術 を 施 行 し た 症 例 の 報 告 は 、 渉 猟

し え た 限 り み ら れ な か っ た 。 本 症 例 は 発 症 か ら 18 1 分 で 完 全 再 開 通

を 得 た も の の 広 範 囲 に 梗 塞 巣 が 残 存 し た 。 側 副 血 行 が 不 良 の た め 再

開 通 ま で の 間 に 急 速 に 虚 血 が 進 行 し た  結 果 と 考 え ら れ た 。本 症 例 は 、

発 症 か ら 39 分 で 来 院 し た も の の 、 来 院 か ら MR I , A ま で 50 分 ほ ど 要

し 、来 院 か ら 大 腿 動 脈 穿 刺 ま で 98 分 、再 開 通 ま で 14 2 分 と 、再 開 通



ま で の 時 間 が 遅 延 し た 。 こ れ は 、 極 め て 重 症 か つ 稀 で 、 ど の よ う に

対 応 す べ き か 判 断 に 苦 慮 し た こ と も 関 連 し て い る が 、 改 善 の 余 地 が

あ っ た 。 Th e r a p e u t i c  t i m e  w i n d o w が 短 い 症 例 こ そ 、 再 開 通 ま で の

時 間 を 最 大 限 短 縮 す る 必 要 が あ り 、 ど の よ う な 治 療 手 段 を と る べ き

か の 判 断 に も 直 結 す る DS A を 迅 速 に 開 始 す る こ と が 重 要 と 考 え ら れ

た 。  

 組 織 救 済 の た め に は 一 刻 も 早 い 再 開 通 が 望 ま し い が 、 ど れ く ら い

の ti m e  w i n d o w で あ れ ば 、 救 済 可 能 か は 不 明 で あ る 。 報 告 例 の 中 に

は 、治 療 前 に 脳 灌 流 画 像 が 評 価 さ れ て い る も の も あ る  6 - 9 )。し か し 、

現 時 点 で は 、 こ れ を も と に  治 療 適 応 を 判 断 し た り 転 帰 を 予 測 し た

り す る こ と は 困 難 と 考 え ら れ る 。  

 い ず れ に せ よ 両 側 内 頚 動 脈 閉 塞 に よ る 急 性 期 脳 梗 塞 は 、

th e r a p e u t i c  t i m e  w i n d o w が 極 め て 短 い 症 例 が 多 い と 認 識 し 、 迅 速

な 治 療 が 重 要 で あ る 。 今 後 は 、 灌 流 画 像 も 含 め 症 例 を 蓄 積 し 、 こ の

病 態 の さ ら な る 理 解 と 転 帰 改 善 の た め の 治 療 適 応 検 討 が 望 ま れ る 。  

【 結 語 】 内 頚 動 脈 慢 性 閉 塞 患 者 の 対 側 内 頚 動 脈 が 急 性 閉 塞 し 血 栓 回

収 術 を 施 行 し た 1例 を 報 告 し た 。両 側 内 頚 動 脈 閉 塞 に よ る 両 側 大 脳 急

性 期 脳 梗 塞 は 、 極 め て 重 症 で 、 th e r a p e u t i c  t i m e  w i n d o wは 極 め て 短

い と 考 え る べ き で あ る 。 稀 な が ら 遭 遇 す る 可 能 性 が あ り 、 機 序 や 病

因 も 複 雑 と 認 識 し 、 迅 速 で 適 切 な 診 断 、 治 療 を お こ な う こ と が 求 め

ら れ る 。 今 後 、 さ ら な る 症 例 蓄 積 と 転 帰 改 善 の た め の 治 療 適 応 検 討

が 望 ま れ る 。  
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【 図 表 の 説 明 】  

F i g u r e  1 .  B r a i n  M R I  a n d  M R A a b o u t  9 0  m i n u t e s  a f t e r  o n s e t  

( A ,  B )  D i f f u s i o n - w e i g h t e d  i m a g e s  s h o w i n g  s l i g h t l y  h y p e r i n t e n s e  

s i g n a l s  i n  b o t h  c e r e b r a l  h e m i s p h e r e s  ( A S P E C T S + W :  R  6 ,  L  8 ) .  

( C ,  D )  F L A I R  i m a g e s  s h o w i n g  h y p e r i n t e n s e  v e s s e l  s i g n s  i n  b i l a t e r a l  

m i d d l e  a n d  a n t e r i o r  c e r e b r a l  a r t e r i e s  a n d  a l s o  b i l a t e r a l  p e t r o u s  i n t e r n a l  



c a r o t i d  a r t e r i e s .   

( E ,  F )  B r a i n  a n d  c e r v i c a l  M R A s h o w i n g  b i l a t e r a l  i n t e r n a l  c a r o t i d  a r t e r y  

o c c l u s i o n s .  

A S P E C T S + W :  A l b e r t a  s t r o k e  p r o g r a m  e a r l y  C T  s c o r e  +  w h i t e  m a t t e r  

R :  r i g h t  

L :  l e f t  

 

F i g u r e  2 .  D S A a n d  m e c h a n i c a l  t h r o m b e c t o m y  f o r  t h e  r i g h t  i n t e r n a l  

c a r o t i d  a r t e r y  ( I C A )  o c c l u s i o n  

( A )  L e f t  c o m m o n  c a r o t i d  a n g i o g r a m  ( l a t e r a l  v i e w )  s h o w i n g  o c c l u s i o n  o f  

t h e  l e f t  I C A a t  t h e  o r i g i n .  

( B )  R i g h t  c o m m o n  c a r o t i d  a n g i o g r a m  ( l a t e r a l  v i e w )  s h o w i n g  t h e  r i g h t  

I C A o c c l u s i o n ,  a n d  t h e  c o n t r a s t  m o v i n g  s l o w l y  u p w a r d .  

( C )  A  9 F r  b a l l o o n  g u i d i n g  c a t h e t e r  ( O p t i m o )  w a s  p l a c e d  i n  t h e  r i g h t  I C A .  

R i g h t  i n t e r n a l  c a r o t i d  a n g i o g r a m  ( a n t e r o p o s t e r i o r  v i e w )  s h o w i n g  

o c c l u s i o n  n e a r  t h e  I C A t e r m i n u s .  

( D )  A  s t e n t  r e t r i e v e r  ( S o l i t a i r e  P l a t i n u m  6 m m  ×  4 0  m m )  w a s  d e p l o y e d  

f r o m  t h e  r i g h t  m i d d l e  c e r e b r a l  a r t e r y  ( M 1  s e g m e n t )  t o  t h e  r i g h t  I C A ( C 2  

s e g m e n t ) ,  s h o w i n g  i m m e d i a t e  f l o w  r e s t o r a t i o n .   

( E )  To t a l  r e c a n a l i z a t i o n  ( T I C I  3 )  w a s  a c h i e v e d .  T h e  l e f t  c e r e b r a l  

h e m i s p h e r e  w a s  p e r f u s e d  b y  c r o s s  f l o w  t h r o u g h  t h e  a n t e r i o r  

c o m m u n i c a t i n g  a r t e r y .  

( F )  R e t r i e v e d  c l o t  

T I C I :  T h r o m b o l y s i s  i n  c e r e b r a l  i n f a r c t i o n   



 

F i g u r e  3 .  B r a i n  M R I  a n d  M R A t h e  d a y  a f t e r  m e c h a n i c a l  t h r o m b e c t o m y  

( A - C )  D i f f u s i o n  w e i g h t e d  i m a g e s  s h o w i n g  e x t e n s i v e  i n f a r c t i o n  i n  t h e  

b i l a t e r a l  c e r e b r a l  h e m i s p h e r e s .  

( D )  B r a i n  M R A s h o w i n g  t h a t  a l l  i n t r a c r a n i a l  l a r g e  v e s s e l s  w e r e  p a t e n t  

e x c e p t  f o r  t h e  l e f t  i n t e r n a l  c a r o t i d  a r t e r y .  

( E )  C e r v i c a l  M R A s h o w i n g  t h e  l e f t  i n t e r n a l  c a r o t i d  a r t e r y  r e m a i n e d  

o c c l u d e d .  

( F )  M R  b l a c k  b l o o d  i m a g e  ( c o r o n a l  v i e w )  s h o w i n g  h y p e r i n t e n s e  s i g n a l s  

i n  t h e  l e f t  c e r v i c a l  i n t e r n a l  c a r o t i d  a r t e r y  ( a r r o w h e a d s ) ,  p r o b a b l y  

i n d i c a t i n g  c h r o n i c  o c c l u s i o n .  

 

Ta b l e  1 .  S u m m a r y  o f  r e p o r t e d  c a s e s  w h o  u n d e r w e n t  e m e r g e n t  

e n d o v a s c u l a r  t h e r a p y  f o r  a c u t e  b i l a t e r a l  h e m i s p h e r i c  i n f a r c t i o n  d u e  t o  

b o t h  i n t e r n a l  c a r o t i d  a r t e r y  o c c l u s i o n s  

 

N I H S S :  N a t i o n a l  i n s t i t u t e  o f  h e a l t h  s t r o k e  s c a l e  

A S P E C T S :  A l b e r t a  s t r o k e  p r o g r a m  e a r l y  C T  s c o r e  

T I C I :  T h r o m b o l y s i s  i n  c e r e b r a l  i n f a r c t i o n  

P T R :  p u n c t u r e  t o  r e p e r f u s i o n  t i m e  

O T R :  o n s e t  t o  r e p e r f u s i o n  t i m e  

m R S :  m o d i f i e d  R a n k i n  S c a l e  

R :  r i g h t  

L :  l e f t  



P TA :  p e r c u t a n e o u s  t r a n s l u m i n a l  a n g i o p l a s t y  

C E S :  c a r d i o e m b o l i c  s t r o k e   

C A S :  c a r o t i d  a r t e r y  s t e n t i n g  

N A :  n o t  a v a i l a b l e  
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Figure 1. Brain MRI and MRA about 90 minutes after onset 

196x139mm (600 x 600 DPI) 

Page 17 of 20

http://mc.manuscriptcentral.com/jsnet-en

Journal of Neuroendovascular Therapy



For Peer Review

 

Figure 2. DSA and mechanical thrombectomy for the right internal carotid artery (ICA) occlusion 
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Figure 3. Brain MRI and MRA the day after mechanical thrombectomy 
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Table 1. Summary of reported cases who underwent emergent endovascular therapy for acute bilateral hemispheric infarction due to both internal carotid artery occlusions

acute/
chronic

R acute cervical (1) PTA + Penumbra 2B

L acute siphon (2) Solitaire 6×30 2B

R acute cervical 4 (1) ACE60 + Trevo 4×20 2B (1) 32

L acute cervical 6 (2) ACE60 + Trevo 4×20 3 (2) 20

R acute 10 stent retriever 2C

L acute 10 stent retriever 2B
R chronic cervical 10 -
L acute cervical 10 PTA and CAS

R acute terminus 8 ACE68 3

L acute terminus 10 ACE68 2B

R acute cavernous 10 (2) ACE68 + Solitaire 6×40 2B (2) 39

L acute cavernous 10 (1) ACE68 3 (1) 47

R acute terminus (2) PTA + Stent(intracranial) 3

L acute terminus (1) PTA 3

R acute terminus Embolism 6 Solitaire 6×40 44

L chronic cervical Atherosclerosis 8 - -

mRS
at 30 days

Author (year) age/sex side
occlusion
site

etiology NIHSS ASPECTS Endovascular therapy TICI PTR (min) OTR (min)

3

Ota et al.

(2018) 
5) 76/F CES 40 52 312 6

Ebata et al.

(2017)
  4) 38/F

Takayasu
arteritis

NA NA 600NA

6

Agnoletto et al.

(2019) 
7) 54/M Atherosclerosis 22 3 NA NA 0

Fan et al.

(2018) 
6) 78/F CES 40 NA

157
+PTR

NA

6

Tsujimoto et al.

(2020) 
9) 82/M

CES
Atherosclerosis
as background

20 86 276 4

Larrew et al.

(2020) 
8)

middle-
aged/M

CES 40
32

(simultaneous)
NA

4

present case 76/M 40 3 44 181 5

Huang et al.

(2020) 
10) 72/M Atherosclerosis 35 180 770NA
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